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～現場支援と個別支援のとりくみから～ 
あすなろふたばぱいん

の会の利用者さんと一

緒に作業しました

 

 
やなぎだハウスのみなさんとぶどう畑で 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 

JDF能登
の と

半島
はんとう

地震
じしん

支援
しえん

センター 

 センター長
ちょう

 田中
た な か

 弘幸
ひろゆき

 

No.66 

２０２５年 

９月 13日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

  

 
協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

2024 年 1 月の地震、9 月の豪雨災害の爪痕がいまなお痛々しく残る奥能登。

支援初日に輪島市で震度 3 の地震が発生。そのあとも大雨洪水警報級の大雨。そ

れにともなう道路通行止め、土砂災害警戒レベル4の通知。気候危機と自然災害が

となりあわせであることを深刻に考えずにはいられませんでした。つきつめると地

球の危機でもあります。この時代に何を大事にするべきなのか?  

奥能登の地で前向きに、少しずつでも歩みを進めようと奮闘している人たちの息

吹に触れ、私たちの支援はそういった人たちによりそい共に伴走しながら進めてい

くことだと実感しています。そういった「人間の復興」こそ最優先されるべきです。 

(大阪 アクティビティーセンターひびき 阿部 勇) 

 初めての能登支援でした。実際に自分の目で見る被害状況

は想像を遥かに超えるものでした。ただ、救いだったのは、

現地の皆さんが下を向かず、前を見て一歩一歩進んでいる

とういこと。それが感じられる出会いが沢山ありました。私

はやなぎだハウスに支援で入りました。聴覚に障害のある方

と接するのは、今までほぼ皆無でしたが、利用者の方々が暖

かく迎えてくださり、手話がわからない私にも丁寧に教えて

くださいました。一週間という短い期間でしたがとても貴重

な経験をさせていただきました。（東京 由木工房 竹内 洋） 
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左：夢かぼちゃの利用者さんの描いた絵 

中央：一互一笑の利用者さんと草むしりをしました 

右：「障害のある自分たちの避難研修会」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
 ○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

     口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
 ○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

     口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 
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ホームページ ULRと QRコード 

 一年ぶりの能登支援に入らせてもらいました。今回は

事業所支援がメインだったがので毎日一互一笑に伺わ

せていただき、メンバーさん職員さんと 4 日間一緒で

色んなお話をさせていただき貴重な経験ができたと思

っています。個人的には 3 日目に暗闇で転んでしまい

右膝を負傷するという体たらくぶりでございました

が、充実した一週間が過ごせました。一年ぶりに能登の

皆さんに会えたことが何より嬉しかったです。どういう

形になるかはわかりませんがぜひ3回目の訪問を実現

したいと思っています。 

（東京 サングリーン 川口 佳奈） 

初めての支援でしたが、発災から２年近くも経つのにすすまない復興の状況を目の当たりにして胸が痛みまし

た。お会いしたみなさんから発災当時のことや被災生活、暮らしの現状など聞くことができました。そんな中でも

夢かぼちゃの人たちは明るく楽しく活動しており支援に入った私まで元気になりました。ありがとうございまし

た。                                          （大阪 デイセンターせんなん 布藤 恭子） 

 

 4 回目の能登支援です。今回は支援の合間で「障害

のある自分たちの避難研修会」を見学させて頂きまし

た。色々な方のお話で元旦の発災当時の様子などを

お伺いし、障害があることで通りいっぺんの支援では

通用しないことや、避難をあきらめてしまうことなど、

想定できないことが色々とあると感じました。また、

視察や支援の中で今までお会いした方たちから名前

で呼んで頂ける方が何人もいて、とても嬉しく思いま

した。人との縁や繋がりを大事にしていこうとあらた

めて思いました。またお会いしましょう！ 

（長野 第２コムハウス 関 浩一） 
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